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研究成果の概要（和文）：擦文文化期における地域間交流や社会変化の様相を解明するため、北見市大島2遺跡にて擦
文文化の竪穴住居跡の発掘調査を実施した。大島2遺跡は標高の高い尾根上というやや特異な環境下にあり、低地や砂
丘上にある他の集落とは異なる性格を有することが予想されたが、発掘調査の結果、海獣狩猟や動物儀礼、住居の廃絶
儀礼、建築木材の選択、木製品の様相などに、オホーツク文化やトビニタイ文化との関連を思わせるような特徴が認め
られることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：In order to elucidate the aspects of the inter-regional exchange and social 
change in Satsumon culture, we carried out excavations of the pit dwellings of Satsumon culture at Kitami 
Oshima 2 site. Oshima 2 site is under somewhat peculiar environment of high altitude ridge on, but from 
the other settlements that are on the lowland and sand dunes have been expected to have different 
characteristics. As a result of excavation, it became clear that a characteristic to hark back to 
connection with Okhotsk culture and the Tobinitai culture in marine mammal hunting and animal rituals, 
the extinction rituals of the pit dwellings, choice of the building wood, the aspect of wooden goods.

研究分野：考古学
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１．研究開始当初の背景 
 日本列島の北方史における大きな転換点
が 10-13世紀、すなわち古代から中世への移
行期にあることが、近年の考古学と文献史学
の研究によって指摘されている。この時期の
日本列島北部は、考古学的には擦文文化から
中世アイヌ文化への移行期に相当するが、そ
こでは異文化間の接触・融合と、それを契機
とした社会変化が生じていたのである。具体
的には、北海道の中央部で成立していた擦文
文化が全道に拡散して道東北部のオホーツ
ク文化を吸収し、中世アイヌ文化へ移行して
いくという変化である。このような激しい動
きの背景には、交流・交易の発展を軸として
高度な政治経済社会が急速に形成されてゆ
くという、東北アジア地域全体の広域変動が
あったと理解されている。研究代表者もその
視点を意識しながら、これまでオホーツク文
化と擦文文化の考古学的研究を推進してき
た。 
 
２．研究の目的 
 上記のような背景と経緯を踏まえ、本研究
課題では、擦文文化から中世アイヌ文化への
移行期の北海道における社会変動と、その背
景となる環オホーツク海地域の交流の実態
を考古学的に解明することを研究の目的と
した。具体的には、擦文文化の社会構造と居
住形態の研究と、擦文文化と周辺諸文化の交
流の解明という二つのテーマを設定し、異文
化接触による社会変化という視点から、中世
アイヌ文化の成立過程の再評価を試みた。 
 
３．研究の方法 
 擦文文化後半期の社会構造と居住形態の
様相を具体的に明らかにするため、北海道北
見市大島 2遺跡にて擦文文化集落遺跡の発掘
調査をおこなった。本遺跡は、海に面した高
位段丘上という特異な場所に立地しており、
生業や他地域との交流に関して、周囲の集落
とは異なる性格を有すると考えられる重要
な遺跡である。本遺跡では、平成 22 年度よ
り代表者が所属する東京大学常呂実習施設
が発掘を開始しており、擦文文化後半期の焼
失住居跡を含む集落遺跡であることが判明
していた。この調査を継続するかたちで本研
究課題では竪穴住居跡の発掘調査を実施し、
出土遺構と遺物の分析をおこなった。 
 調査は各年度の８月から９月にかけて常
呂実習施設を拠点として実施した。出土遺物
のうち、炭化植物種実や炭化木材については
樹種同定や放射性炭素年代測定をおこなっ
たが、これらの自然科学的分析については連
携研究者・研究協力者の協力を仰いだ。 
 発掘調査と併行して、大島 2遺跡の調査成
果を他の資料と比較検討するために、基礎資
料となる他の遺跡の擦文文化やオホーツク
文化のデータを収集した。データの収集方法
は、刊行されている発掘報告書を資料とした
ほか、北海道内やロシア極東の未報告の資料

についても現地で資料調査をおこなってデ
ータを得た。 
 以上の発掘調査と自然科学分析等に基づ
く本研究課題の成果については、最終年度に
研究成果報告書を刊行し、詳細な内容を公開
した。 
 
４．研究成果 
（１）発掘調査の概要 
 大島 2 遺跡の発掘調査では、1 号竪穴と 2
号竪穴の、2 軒の竪穴住居跡を完掘した。竪
穴の時期は出土土器からみてどちらも擦文
文化後期〜晩期（紀元 11 世紀後半〜12 世紀
前半）であり、掘り上げ土の上下関係から 1
号竪穴が古く、2 号竪穴が新しいことが確認
された。1 号・2 号とも廃絶時に火を受けた
焼失住居であり、大量の炭化材が出土した。 
 1号竪穴は1辺約5m前後の小型の竪穴住居
跡で、カマドと炉が各 1基ずつ付設されてい
た。出土遺物は擦文土器のほか、転礫を半裁
したような黒曜石などが検出された。 
 2号竪穴は1辺約9m前後の大型の竪穴住居
跡で、2 基のカマドと 1 基の炉が付設されて
いた。出土遺物は擦文土器、フォーク状の木
製品、海獣骨などが検出された。また、埋土
からの出土であるがトビニタイ土器も出土
している。 
 以下に、大島 2遺跡の調査成果の詳細につ
いて項目別に述べる。 
 
（２）竪穴住居の構造について 
 大島 2遺跡の 1号竪穴と 2号竪穴は焼失住
居であり、建築材とみられる大量の炭化材が
遺存していたことから、住居の上屋や付帯設
備を復元する上で有用なデータが得られた。
柱穴の配置など、他のデータも踏まえて住居
の構造について確認されたことをまとめる
と以下のようになる。 
 1 号竪穴では、太く長い丸太材が竪穴の中
心に向かうようなかたちで検出されたが、こ
れは屋根の垂木と考えられるため、上屋の形
状は方錐屋根である可能性が高いことが判
明した。また、幅が広く長い板材が床面より
やや上で検出され、その下部には焼土が遺存
していたことから、屋根の裾部は土で覆われ、
その上に板材が被せられた構造であったこ
とが確認された。壁沿いに並ぶ小柱穴の配置
からは、竪穴の隣り合う二辺の壁沿い、すな
わち北西側と北東側の壁沿いにベンチ等の
構造物が付設されていたことが想定された。 
 2 号竪穴では、壁際の床面直上を中心に大
型の板材が出土したが、これはベンチ状の構
造物もしくは床板の可能性が高いと考えら
れた。これらの板の方向を見ると、北西壁と
南西壁では壁と平行、北東壁と南東壁では壁
と直交する配置となっており、1 号竪穴と同
様、壁際の構造物は L字形の配置（ただし向
きは 1号と 2号で左右逆）となっていたこと
が確認された。また、2 号竪穴の西カマドで
は、カマドの構築材となる粘土の中に、芯材



とみられる細い炭化材が格子状に重なって
遺存している様子が確認された。 
 
（３）住居の廃絶儀礼について 
①焼失住居の出現率について 
 前述のように、大島 2遺跡で調査した竪穴
は 2軒とも焼失住居であった。擦文文化の竪
穴住居跡における焼失の割合は全道平均で
15％前後とされるが、常呂川下流域の調査例
をみると、常呂川を挟んだ東西の地点間で出
現率に差がある。すなわち常呂川以西では全
道平均以下であるのに対し、大島 2遺跡を含
む常呂川以東では 40％以上の高い出現率と
なる。このような地点差の背景は今のところ
不明であるが、焼失という現象がもつ意味の
解釈、すなわち、いわゆる「家送り」などの
儀礼的行為とみなせるか否かとあわせて検
討してゆく必要がある。 
②黒曜石の破砕・埋納儀礼について 
 1 号竪穴では、カマドのすぐ脇と柱穴内か
ら黒曜石が 1点ずつ出土した。擦文文化では
黒曜石を儀礼に用いたとみられる痕跡がこ
れまでにも確認されており、具体的には、黒
曜石を住居内に埋納する例、床面で破砕させ
る例、屋外で破砕させる例、墓に副葬する例
などが認められている。これらの行為につい
ては、廃屋を墓とする「廃屋墓」での葬送儀
礼とみなす意見もあり、大島 2遺跡でも廃屋
墓が採用された可能性を示すものとして注
目される。 
③海獣骨の配置について 
 2 号竪穴では、2 基のカマドのそれぞれ近
くから、海獣骨が数点、意図的に置かれた状
態で出土した。擦文文化の竪穴住居跡から出
土する動物遺体としては、魚骨の検出例はあ
るが海獣骨の例はごくわずかであり、また意
図的な配置例は確認されていない。一方、ト
ビニタイ文化の竪穴住居跡では海獣骨の屋
内配置の確認例があり、大島 2遺跡の例はト
ビニタイ文化と関連する可能性がある。 
 
（４）出土木製品について 
 2 号竪穴では食器のフォークのような形状
の木製品が炭化した状態で出土した。同様の
木製品はこれまで擦文文化では確認されて
おらず、初の出土例となった。同様の形状の
木製品については、本州の弥生時代や古墳〜
平安時代の例があるが、それらと大島 2遺跡
の例では形状がやや異なっており、直接的な
関連を認めるのは難しい。形状が近いものと
してはサハリンアイヌの民族例があり、それ
は「アイヌ葱を煮る際に用いるフォーク」と
されている。大島 2遺跡の木製品の用途を考
える上で参考になろう。 
 
（５）自然科学分析の結果 
 2 号竪穴の炉やカマドからは炭化種実が検
出された。同定の結果、シソ属果実が最も多
く、他にキビ、マタタビ属、ブドウ属、ニワ
トコ、アズキ亜属などが含まれていることが

判明した。これらの種実は食用あるいは薬用
として利用されていた可能性が高い。 
 建築材として用いられた木材についても
樹種同定をおこなった。その結果、1 号竪穴
では垂木にトドマツ、キハダ、ヤマナラシ属
が用いられ、板状の屋根材にはトドマツ、コ
ナラ節が選択利用されていた。1 号竪穴のこ
のような樹種構成は、擦文文化のそれよりも
オホーツク文化の方にむしろ類似する傾向
にある。2 号竪穴では、ベンチ材もしくは床
板となる大型の板材にトネリコ属が選択利
用されていることが明らかになった。このよ
うな樹種構成は、これまでに確認されている
常呂川下流域の擦文文化のそれと類似する
傾向にあるといえる。 
 1 号竪穴の出土炭化材については放射性炭
素年代測定もおこなっている。測定の結果、
年代は 11世紀後半から 12世紀前半の範囲内
で、12 世紀中頃の可能性が高いことが明らか
になった。また、2 号竪穴の出土土器につい
ては付着炭化物の炭素・窒素同位体分析をお
こない、付着物に海洋性資源の影響がみられ
ることが確認された。 
 
（６）オホーツク文化・トビニタイ文化との
関係について 
 上記の成果を踏まえて大島2遺跡の性格に
ついて評価するならば、最大の特徴と言える
のはオホーツク文化やトビニタイ文化との
関連をうかがわせる特異な要素が確認され
たことである。特にカマド近くへの海獣骨の
配置と、トビニタイ土器の出土は、本遺跡の
立地上の特徴とあわせて、オホーツク文化や
トビニタイ文化との関連をうかがわせるも
のであった。また、1 号竪穴建築材の樹種構
成、土器付着炭化物にみられた海洋性資源の
影響、焼失住居の出現率の高さ、フォーク状
の木製品などについてもオホーツク文化や
トビニタイ文化と関連する可能性が考えら
れる。大島 2遺跡の性格がそのようなもので
あったとすれば、従来考えられていた以上に
オホーツク文化からの要素が北海道東部の
擦文文化に取り入れられ、それが 12 世紀ま
で維持されていたとする評価が可能となろ
う。これは中世アイヌ文化の成立過程を考え
る上で非常に重要な成果といえよう。 
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